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つくば市における子育て支援

～学内保育所の利用～


1.1背景・目的
近年、女性の社会進出が進み、働く女性を支援するための男女共同参画白書が政府により閣議決定した。そういった中で女性が働きやすい職場の整備が重要になっている。少子化といわれているものの、子育てをしながら仕事や研究を続けたいと願う勤務者や教職員や学生を支援するため、大学や企業内に保育所を設置するケースが全国的に相次いでいる。

筑波大学でも来秋に学内に保育所が設置されることが決定された。
そこで、我々は大学周辺の保育施設の利用者の実態を把握し、ニーズに合った保育所を提案することを目的とする。
1.2ヒアリング調査
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1.3問題意識
大学附属病院、女性教員懇話会へのヒアリングから学内保育所のニーズ調査は病院関係者には行われており、ニーズがあるということがわかった。しかし、大学教職員への調査は行われていない。学内保育所は教職員のニーズを満たすものとなるのだろうか。
1.4研究のフロー
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2.調査方法と内容
アンケート調査
調査対象：筑波大学教職員、大学周辺地域住民

※周辺地域住民へのアンケート調査はプレアンケートの結果をもとに学内保育所の設置予定場所である追越から2km以内の範囲に含まれる町丁目にアンケートを配布し
た。
＜概要＞
	
	地域
	教職員

	実施期間
	6/4～6/9
	6/7～6/13

	配布先
	筑波大学学園周辺地区（要、桜1,2丁目、柴崎、妻木、天久保1,2丁目、春日1,2丁目、吾妻1,2,3,4,丁目、竹園1丁目、東平塚、下平塚）
	筑波大学全教職員（1学事務、人文社会学系棟、人間学系棟、バイオシステム研究科、３学Ｆ棟、総合研究A,B、体芸事務、体育科学系事務、芸術科学系事務、図情事務、医学ラウンジ

	方法
	手渡し、ポスティング　
	ポスティング

	対象人数
	3000人
	4063人

	配布数
	1500部
	1691部

	回収数
	68部→教職員を含めると91部
	131部

	回収率
	4.50%
	7.70%
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3.調査結果
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4.提案
アンケート調査結果より、教職員に保育所の利用者が多いことがわかった。そこで教職員のアンケートに着目し、分析した内容から、以下の3つの提案を行う。

4.1利用時間
教職員向けアンケートの結果より、保育施設利用時間について理想と現状に差が見られるかを考察したところ、閉所時間において、保育施設利用者の需要を満たしていない状況が明らかになった。特に、医学教職員は平均勤務終了時間が21時以降に及ぶ場合も多く、延長保育の需要があるといえる。
実際に医学教職員が求めるサービスは延長保育、24時間保育、一時保育と利用時間に関するものが多い。

そこで、筑波大学周辺で21時以降までの延長保育を行っている保育所を地図上で示し、学内保育所との位置関係を確認した上で次の提案を考える。
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課題としては、延長時間を伸ばすことによって、人件費や施設維持費などの経営コストがかってしまうことが挙げられる。
4.2駐車場
教職員向けアンケートの結果より、保育所に通わせる交通手段として車を用いる人の割合が多いことが分かった。しかし、追越センターの周りには駐車スペースがあまりないので車の混雑問題が起こることが予想される。

そこで、駐車場問題について検討してみることにする。考え得る対策として『既存学内駐車場の利用』を考えた。しかし、キャパシティ、金銭面から保育所利用者向けの駐車スペースは確保できないことが分かった。
よって、次に『交通集中の緩和』を考える。
対象：ピーク時の駐車場需要のある車27台

手法：3パターンのモデル定義により交通緩和を図る。

結果：交通緩和の提案を挙げることができたが

　　　安全面において改善性が見られた。
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以上によって、保育所設置による交通混雑の緩和

を図る提案できる。

4.3防犯・安全

教職員に対するアンケート調査の中で防犯・安全の現在の保育所への満足度の項目が他に比べて低いことに着目して問題点の考察をおこなった。これは昨今の子供が被害に遭う凶悪な事件が多いことが人々の防犯意識を高めているのではないかと考えられる。

まず初めに追越共用棟付近の問題点を考える

１.学生の通行量が多い→事故の危険性高い
２.治安が悪い。(学内犯罪マップで宿舎周辺での事件発生数が高い)
→事件などに巻き込まれる危険性あり

上の二つの問題に対して提案を考える。

これらの3つが上の二つの問題点の解決案である。

ただ、これらの案には、施設の利便性、金銭面などの問題も新たな課題として挙げられる。
5.今後の展望

現時点では、大学内保育所が設立されても地域の人からの需要は少ないと推測した。しかし、将来は人口が増加するとの予測がある。人口に伴う保育需要の増加は無視できないものになるのではないだろうか。
また、学内保育所は病院の近くという立地特性がある。病後児保育を実施でき得る環境にあるという貴重な立地特性を生かして、将来的には病後児保育を開始すべきなのではないか。
さらに、上記4.1にあるような延長保育が実現すれば、この地域の夜間保育が充実する。

しかしながら学内保育所であるという大前提を忘れてはならない。設立の目的はあくまで学内関係者の保育需要に応えることにあるから、周辺地域に開放することで学内関係者の子供が入所できなくなる状況は避けなければならない。

以上より、学内関係者優先という条件を維持しながらであれば、地域に開放する必要はある、といえる。
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質問内容


○現在(過去)の保育施設の利用状況


利用時間


保育料


送迎の交通手段


一時保育・病後児保育


○現在利用する(過去に利用した)保育施設に対してどう思っているのか


○利用者はどのような保育施設を望んでいるのか


○学内保育所を利用したいか





筑波大学女性教員懇話会　～村井文江先生～


・懇話会では前々から大学内保育所設置の要望を訴えていた


・大学病院内でアンケート調査がなされ、保育所設置に向けての準備がされているといった情報を入手


・平成17年度に『大学内保育所施設の要望書』を署名（80名）とともに提出





筑波大学附属病院看護部長　～鈴木君江さん～


・当初、病院内につくる予定だったが、財政面、免震、耐震上の問題から断念


・そこで大学の施設部に話を持ちかけ大学と共同で話を進める


・大学側としてもいったん社会に出てから大学の院に来るような優秀な人材の確保にも繋がる


・病院内での需要調査（アンケート実施）








東大駒場地区保育所 


＜概要＞


開設：1971/5/1


設置主体：NPO法人東大駒場保育の会


設置形態：認可外　東京認証保育所


定員：30名


保育対象：産休明け児から就学前まで


開園時間：月―土　　7：30～20：30


～施設長　落合秀子さん～


・元々大学職員向けに設立


・2004年9月認証保育所となった


・現在の利用者の比率は学校関係者と一般が1:1


・学生が保育所でアルバイト


・心理学系の研究に園児が協力





文献調査





背景





大学周辺地域よりも、筑波大学教職員に保育所の利用が高いことがわかった





地域住民よりも、筑波大学教職員のほうが共働き世帯が多い


地域住民よりも、筑波大学教職員のほうが認可・認可外保育所利用率が高い





＜提案＞


１.施設の出入り口を明確に分ける


２.保育所の入り口を一つにして、そこに警備員を配置する


３.カメラ付きインターホン、防犯カメラ等を設置する


４.学生との交流を行う








＜提案＞


21時以降の延長保育サービスを行うことにより、勤務先に近い保育所利用を可能にする





＜提案＞


１.歩道の設置により車と歩行者を分離する


２.ピーク時に車、自転車の出入りを禁止し歩行


者の安全性を確保する








担当教員：鈴木勉 　TA：渡辺泰弘


班員：高野哲司 宮城卓也 藤枝範訓 籔本浩平


加藤広征 海老島彩 田上哲寛 久次米泰仁
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図１大学周辺の保育施設と幼年人口分布
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図３. 地域と教職員の共働き割合





図２. 地域と教職員アンケートの職業





図５. 保育所の閉所時間について





図９. 大学内保育所に求めるサービス





図６. 学内保育所における車の導線





図４. その他と医学の平均勤務終了時間














図７. 追越共用棟近くで起きた事件








図8. 学内保育所の開放について
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